








要約:当院新生児医療センターにおいて管理したハイリスク児のフォローアップついて、

現状と対策について報告した。(1)フォローアップも当センターの機能の一部と考え、医

師及ぴコメディカルが医療面のフォローアップにあたっている。(2)看護婦による母親支

援として受け持ち制の導入や退院後の電話訪問を実施し、母親の育児不安の実態把握と解

消に有効であった。(3)地域保健法の実施により保健所との連携は今後益々重要となって

くる。新潟市の東西両保健所の保健婦と、連携のあり方について検討を始めた。(4)療育

施設との連携は個々の症例毎に対応している。療育施設においても外来訓練のキャパシテ

ィー等で間題が生じてきている。


